








チックは、しばしば小児期に遭遇する問題であり、環境要因の影響を受けて増減すること

もよく知られている。然るにその原因に個体側の要因が存在することも近年明らかにされ

てきている。我々はチックの神経生物学的立場からの研究を行うことにより、チックの治

療法を考察、更に適切な心理療法を考察し、ひるがえり、人の行動、情緒の基盤となる神

経ネット・ワークを検討し、育児における指針を考える際の生物学的基盤を明らかにする

ことを目的とし本研究を行ってきている。 


